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(57)【要約】
本発明は、分析物検出の装置および方法を提供する。前
述の装置は、試料を照射するための放射線源；放射線源
からの受信放射に応答して試料から返送される放射の光
ラマンスペクトルを受信するための、受信機を含み、こ
こで受信機が、試料から返送される受信光スペクトルの
選択された部分を受信するようにそれぞれ配置された複
数の異なるタイプの分析デバイスを含む。



(2) JP 2020-501160 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分析物検出装置であって、
　試料を照射するための放射線源；
　前記放射線源からの受信放射に応答して前記試料から返送される放射の光ラマンスペク
トルを受信するための、受信機
を含み、
　前記受信機が前記試料から返送される受信ラマン光スペクトルの選択された部分を受信
するようにそれぞれ配置された複数の異なるタイプの分析デバイスを含む、分析物検出装
置。
【請求項２】
　受信される光スペクトルを濾過しかつ指定された成分を複数の異なるタイプの分析デバ
イスの特定のデバイスに方向づけるように配置された１つまたは複数の濾過デバイスを含
む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記異なるタイプの分析デバイスが異なるレベルの分解能を有する、請求項１または２
に記載の装置。
【請求項４】
　前記異なるタイプの分析デバイスが異なるレベルの信号対雑音比を有する、請求項１～
３に記載の装置。
【請求項５】
　前記濾過デバイスが少なくとも１つの同調可能な濾過デバイスを含む、請求項１～４の
いずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記同調可能な濾過要素が１つまたは複数の機械的に同調される濾過デバイス、電気的
に同調される濾過デバイスおよび音響光学的に同調される濾過デバイスを含む、請求項５
に記載の装置。
【請求項７】
　前記異なる分析デバイスが少なくとも１つのＣＣＤベースの分光器を含む、請求項１～
６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
　前記異なる分析デバイスが少なくとも１つのＣＭＯＳベースの分光器を含む、請求項７
に記載の装置。
【請求項９】
　１つまたは複数のフーリエ波分光法および定在波集積フーリエ変換分光分析が使用され
る、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記受信ラマン光スペクトルの１つまたは複数の選択された部分が分散部材に連関され
る、請求項１～９のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記装置が分析物の濃度を決定するように配置される、請求項１～１０のいずれか１項
に記載の装置。
【請求項１２】
　前記分析物がグルコース、乳酸塩、脂肪酸、尿素、カルバミド、コレステロール、アル
コールおよびヘモグロビンを含む群から選択される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　分析物を検出する方法であって、
　光放射により試料を照射すること；
　光源からの受信放射に応答して前記試料から返送される放射の光ラマンスペクトルを受
信すること；
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　前記受信されたラマンスペクトルの異なる部分を異なる分析デバイスに選択的に連関さ
せること
を含む、方法。
【請求項１４】
　前記受信されたスペクトルを２つ以上の成分に濾過することおよび第１の分析デバイス
に第１の成分をおよび第２の分析デバイスに第２の成分を連関させることを含む、請求項
１３に記載の方法。
【請求項１５】
　異なるレベルの分解能で１つまたは複数の前記成分を検出することを含む、請求項１３
または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　異なるレベルの信号対雑音比で１つまたは複数の前記成分を検出することを含む、請求
項１３～１５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１の分析デバイスがＣＣＤベースの分光器である、請求項１３～１６のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第２の分析デバイスがＣＭＯＳベースの分光器である、請求項１３～１７のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１９】
　１つまたは複数のフーリエ波分光法および定在波集積フーリエ変換分光分析が使用され
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記受信されたラマン光スペクトルの１つまたは複数の選択された部分が分散部材に連
関される、請求項１３～１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　分析物の濃度を決定することを含む、請求項１３～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記分析物がグルコース、乳酸塩、脂肪酸、尿素、カルバミド、コレステロール、アル
コールおよびヘモグロビンを含む群から選択される、請求項２１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分析物検出装置および分析物を検出する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚に存在するグルコースまたは他の分析物の経皮ｉｎ　ｖｉｖｏ測定のためのラマン
分光法の使用は公知である。本発明者らの同時継続中の国際出願ＷＯ－Ａ－２０１６／０
３４４４８号には、光放射を用いて使用者の皮膚を照射し、次いで試料由来のラマン散乱
放射を検出および測定することによって間質液中のグルコース濃度を測定すると予想され
る少なくとも１つの成分を有する共焦点検出装置の使用を記載している。このデバイスは
上手く機能し、使用者の間質液内の血中グルコースレベル（血中グルコースレベルと相関
する）の非侵襲性の測定方法を提供する。
【０００３】
　分析物濃度を測定または決定するためにラマン分光法を用いる最も知られているシステ
ムは、しばしば、嵩高く且つ据え置き型である。ラマン分光法を使用する血糖測定分野で
は、適切に小型化された形態で提供される場合、デバイスは１日に血糖値を何度も決定す
る（直接またはその他で）必要がしばしばある糖尿病患者が使用するのに簡便且つ容易に
なるので、小型化が望ましい。
【０００４】
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　ＷＯ２０１２０１９１０２号は、携帯型ラマン診断システムを開示している。このシス
テムは、生体系内の分析物濃度を抽出するための多変量検量についての情報を提供できる
特定のフィルタ組み合わせの選択に関する。ＷＯ２０１２０１９１０２号のシステムは、
試験デバイスのサイズを最小にしようとするための波長間隔の選択方法を利用する。複数
の波長選択方法、小型化された分光学的装置の設計、および一方のドメイン（波長選択）
から他方のドメイン（設計パラメータ）へマッピングするのに必要なツールが開示される
。
【０００５】
　第３９回Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｉｃｒｏｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ａｎｄ　
Ｐａｃｋａｇｉｎｇ（ＩＭＡＰＳ）Ｐｏｌａｎｄ　２０１５会議の一部として公開された
Ｍ．Ｓ．Ｗｒｏｂｅｌによる「ラマン分光法を用いた非侵襲的血中グルコースモニタリン
グ：デバイス小型化の展望」と題された記事において、受信したラマンスペクトル内の特
定の波長の光信号を検出するための複数の光検出器の使用が開示されている。
【０００６】
　米国特許第５７０１００５号、米国特許第７５１１２５５号、米国特許第５４２４８２
６号、米国特許出願公開第２００６／０２６２３０３号、米国特許出願公開第２０１３／
０２８９４１４号、および米国特許第４９９７２８１号は、分光器および／または光濾過
デバイスを含む光学系を開示する。これらの多くは、ラマン分光法に依存して試料につい
ての情報を決定するシステム内で使用される。
【０００７】
　濃度測定に小型化ラマンデバイスが有用であると考えられる他の分析物または代謝産物
の例は、任意の１つ以上の乳酸塩、脂肪酸、尿素、カルバミド、コレステロール、または
ヘモグロビンを含む。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の態様によれば、分析物検出装置であって、試料を照射するための放射線
源；上記放射線源からの受信放射に応答して試料から返送される放射の光スペクトルを受
信するための受信機、を含み、ここで受信機が、試料から返送される受信光スペクトルの
選択された部分を受信するようにそれぞれ配置された複数の異なるタイプの分析デバイス
を含む、分析物検出装置を提供する。試料から返送される放射の光スペクトルは典型的に
は、ラマンスペクトルであろう。
【０００９】
　１つを超えるタイプの分析デバイスを含む分析物検出装置を提供する。これは、受信ス
ペクトルの異なる部分を、対応して異なるタイプの分析デバイスに、特に異なるレベルの
分解能および／または信号対雑音比を有し得る分析デバイスに、供給するか連関させるこ
とができることを意味する。したがって、問題の分析物に重要と見なされる受信スペクト
ル部分を、高分解能および／または高信号対雑音比を有する第１のタイプの分析デバイス
に連関させることができ、一方で詳細な情報をあまり必要としないスペクトル部分を、よ
り低い分解能およびより低い信号対雑音比を提供する第２のタイプの分析デバイスに連関
させることができる。
【００１０】
　これは、複数の高分解能分析デバイスを必要とすることなく分析物についての十分に詳
細なデータおよび十分なレベルのデータを出力として与える装置全体を提供できることを
意味する。これは、それが許容できないほど低い品質または分解能の出力データを提供す
るという結果をもたらすことなく装置全体をより小さくおよび／または安価にできること
を意味する。換言すれば、重要とみなされるスペクトル部分について同レベルの高品質デ
ータを提供でき、一方でそれを提供するために使用される装置をより簡潔に、より低価格
で作成でき、かつより小さな物理的なサイズにできる。
【００１１】
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　換言すれば、本装置は、ラマン分光法ベースの血糖機器をさらに小型化できる可能性を
有する。これは、血糖を測定することを望みかつ都合よく携帯できるデバイスからの恩恵
を受けるであろう糖尿病患者または他の患者にとって有利である。
【００１２】
　１つの実施形態では、本装置は、受信光スペクトルを濾過しかつ、指定された成分を複
数の異なるタイプの分析デバイスの特定のデバイスに方向づけるように配置された、１つ
または複数の濾過デバイスを含む。
【００１３】
　濾過デバイスの使用は、受信したスペクトルを所望の成分または波長領域に容易且つ効
率的に分離することを可能にする。これは次いで、各スペクトルの小領域を妥当な指定分
析デバイスに方向づけることを可能にする。したがって、受信したスペクトルを、濾過要
素によって複数の領域にさらに分割し、次いで各細分領域を、特定の分析デバイスに送る
。
【００１４】
　１つの実施形態では、濾過デバイスは、少なくとも１つの同調可能な濾過デバイスを含
む。同調可能な濾過デバイスを提供することは、装置の選択的構成を可能にし、したがっ
て、それを、所望の分析物を分析できるように同調できる。調査される各分析物はそれ自
体のラマンスペクトルを有し、したがって全受信スペクトル内の目的の領域は異なり得る
。
【００１５】
　１つの実施形態では、同調可能な濾過要素は、濾過デバイス上の入射角（ＡＯＩ）の変
化によって同調可能な濾過要素を含む。別の実施形態では、同調可能な濾過要素は、フィ
ルタの置換によって同調される濾過要素（リニアバリアブルフィルタ）を含む。そのよう
なフィルタにおいて、伝送窓は、フィルタの側面に対してシフトする。別の実施形態では
、音響光学的に（電気的に）同調可能なフィルタを使用する。いくつかの実施形態では、
異なるタイプの濾過要素の任意の組み合わせを使用できる。
【００１６】
　さらなる例は、結晶の屈折率が圧電変換器によって生成される高周波音波によって周期
的に変調される、濾過要素である。そのようなデバイスでは、電圧変換器によって生成さ
れた波の周波数が屈折率変調期間を決定し、それにより、回折光の波長を決定する。
【００１７】
　１つの実施形態では、異なる分析デバイスは、少なくとも１つのＣＣＤベースの分光器
を含む。
【００１８】
　１つの実施形態では、異なる分析デバイスは、少なくとも１つのＣＭＯＳベースの分光
器を含む。
【００１９】
　本発明の第２の態様によれば、分析物を検出する方法であって、光放射を用いて試料を
照射すること；光源からの受信放射に応答して試料から返送される放射の光スペクトルを
受信すること；受信したスペクトルの異なる部分を異なる分析デバイスに選択的に連関さ
せることを含む方法を提供する。試料から返送される放射の光スペクトルは典型的には、
ラマンスペクトルであろう。
【００２０】
　１つの実施形態では、本方法は、受信スペクトルを２つ以上の成分に濾過することおよ
び、第１の分析デバイスに第１の成分をおよび第２の分析デバイスに第２の成分を連関さ
せることを含む。
【００２１】
　１つの実施形態では、第１の分析デバイスは、ＣＣＤベースの分光器である。
【００２２】
　１つの実施形態では、第２の分析デバイスは、ＣＭＯＳベースの分光器である。
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【００２３】
　本発明の実施形態を、ここに、添付の図面を参照して詳述するであろう：
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】照射された皮膚試料のラマンシフトスペクトルの略図である。
【図２】分析物検出用装置の略図である。
【図３】図２の装置で用いる濾過構造の略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　知られているように、分光学的設定の根拠は、試料を照らすために使用されるレーザー
などの光源である。光源からの光は試料と相互作用し、かつしばしば、試料を透過する、
試料によって照射される、試料によって反射される、および／または試料によって散乱さ
れる光の変化をもたらす。変化した光の回収およびそのスペクトル分布の分析により、入
射光と試料の間の相互作用についての情報を入手できる。それ故、試料内の分子成分につ
いての情報を入手できる。
【００２６】
　入射光と分子成分の間の相互作用の一様式は、分子と入射光の光子の間にエネルギー交
換があるラマン散乱である。周波数（すなわちラマン散乱光のスペクトル分布）は入射光
のスペクトル分布とは異なり、分子の特定の振動レベルを独自に反映する；それ故、この
スペクトルはフィンガープリントスペクトルである。これを、探索される物質の分子組成
および／または物質中の特定の分子の濃度の同定のために使用できる。
【００２７】
　試料から返送されたスペクトルを、それが受信機により受信されるので、受信光スペク
トルと呼ぶことができ、次いで、このスペクトルを処理または分析して、試料についての
情報を得ることができる。
【００２８】
　本発明者らの同時継続出願ＷＯ－Ａ－２０１６／０３４４４８号には、要因のうち特に
、そこから検出された放射が分析される、試料内の深さを特定することによって結果を得
ることができる光学的な構成および配置が記載されている。実際に、説明されるように、
ＷＯ－Ａ－２０１６／０３４４４８号は、測定のために回収されるラマン散乱光が皮膚内
の特定の深さまたはその深さ付近から生じることを確実にすることがいくつかの利点をも
たらし得ることを教示する。
【００２９】
　ＷＯ－Ａ－２０１６／０３４４４８号の内容全体（収集されたデータ由来の試料内の深
さならびに試料とデバイスの間の界面またはレンズの光学的および物理的な構成に関する
特定の態様を含むが、これに限定されない）が本明細書中で参考として援用される。
【００３０】
　受信光スペクトルのスペクトル分布を典型的には、分光光度計を使用して測定する。分
光光度計は、光学装置に向かう光線を異なる周波数の成分に分離すること、およびその後
に分析デバイス（ＣＣＤ検出器またはＣＣＤアレイなど）を使用してこれらの成分の強度
を測定することによって作動する光学装置である。
【００３１】
　図１は、測定対象から得たラマンスペクトルを示す。データは、被験体の拇指球領域の
ラマン分光学的研究から得られる。被験体の拇指球領域に光を照射し、検出されたスペク
トル１を図１に示す。図１はラマングルコーススペクトル２も含み、それにより、測定対
象から得たラマンスペクトルを使用して、試験領域中のグルコース濃度を決定できる。拇
指球ラマンスペクトルは試験領域に存在するどの分子からの寄与も含むので、実際のグル
コース濃度をこれから決定する必要がある。
【００３２】
　グルコーススペクトルが、Ａ～Ｄとラベルされボックス３～６で囲まれる４つの主な強
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度増強領域を含むことに留意されたい。したがって、拇指球スペクトル１中のこれらの領
域は、スペクトル１の他の部分よりもサンプリングされた領域中のグルコース濃度に関し
て比較的高いレベルの情報を含むであろう。
【００３３】
　分光器からの出力が、例えば高感度／低ノイズが他よりも高いレベルまで必要とされる
スペクトルの部分を分解するように配置される場合、高価なＣＣＤ検出器の必要な使用を
最低限にしながら高品質のシグナルを得ることが可能であると認識されている。
【００３４】
　最も顕著な変化がグルコースの含有量に起因する、スペクトルパターンＡ～Ｄを同定す
る。スペクトル全体を次いで、細部を変更して分析し、特に、調査される分析物の内容物
から最も顕著に寄与する領域のみを高レベルの詳細さで調査する。これは、他のスペクト
ル領域を、仮にあったとしても、より簡便且つ低コストの分析機序を使用して分析できる
ことを意味する。
【００３５】
　分解能および感度が高い方法を、より高いレベルの情報を有するスペクトル部分に指定
でき、分解能および感度がより低い方法を、より情報の少ないスペクトル部分に指定でき
、したがって測定の設定の複雑を顕著に低下する。
【００３６】
　図２は、ラマン分光法を使用してグルコース濃度を皮下およびｉｎ　ｖｉｖｏで測定す
るための装置の略図を示す。本明細書中にグルコースレベルの検出および測定に関して記
載するが、この方法および装置を使用して、目的の他の分析物の濃度を測定できる。
【００３７】
　装置７は、光源８、プローブ９、および検出器１０を含む。検出器１０を、図３を参照
してより詳細に以下に記載するであろう。
【００３８】
　被験体１１を、プローブ９の端部の皮膚表面との係合によって試験できる。被験体の皮
膚１１への光源８由来の光の連関機構は、上で既に言及されたＷＯ－Ａ－２０１６／０３
４４４８号に詳述の通りであり得る。実際に、ｉｎ　ｖｉｖｏで被験体からラマンスペク
トルを得るための公知の機構は多数あり、当該分野で開示の適切な任意のシステムをこの
ために使用できる。
【００３９】
　図２は、どのようにして光源８からの光がプローブ９によって被験体１１に連関され、
次いで分析デバイス１０への連通のためにプローブ９によって受信されるのかを模式的に
示す。分析システム１０は、以下に説明するように、可能な分散要素を備えた多数の光検
出用デバイスを含む。各光検出デバイスは、所望のレベルの分解能および信号対雑音比で
受信シグナルを検出できるように、多数の異なるタイプの光検出デバイスから選択される
。システム１０内に少なくとも２つの異なるタイプの光検出デバイスが存在し、それによ
り、対応する少なくとも２つの分解能および／または信号対雑音比での検出を提供する。
【００４０】
　例えば、図１の拇指球スペクトル１の領域Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄでは、ＣＣＤベースの分光器
を使用して高感度および低ノイズが必要とされるスペクトル部分を分解し、ＣＭＯＳベー
スの分光器を使用して、高い分解能が依然として必要であるが、より低い信号対雑音比が
許容され得るスペクトル部分を分解できる。
【００４１】
　８３０ナノメートルレーザーを励起光源として（すなわち、図２の光源８として）使用
する場合、ラマンスペクトルは、８５０ナノメートル～９８５ナノメートルで、または２
８３～１９００ｃｍ－１で測定される。
【００４２】
　図３を参照して、分析システム１０の略図が示される。
【００４３】
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　光１２は、分析システム１０への入力として受信される。複数の濾過デバイス１４１～
１４４を提供する。濾過要素１４１～１４４の各々を、光の一部を伝送し別の部分を反射
するように配置する。したがって、要素１４１～１４４の各々が伝送する光の部分１６１

～１６４は、その周波数に応じて選択されたスペクトル部分を示す。問題の濾過要素１４

１～１４４由来の対応する伝送成分または反射成分を入力として受信するようにそれぞれ
配置される多数の分析デバイス１８１～１８４を提供する。したがって、装置は、それが
受信するように配置されるスペクトルの対応部分について所望のレベルの分解能および／
または信号対雑音比をもたらすように個別の分析デバイスまたは検出ユニット１８１～１
８４を選択できるので、固有の柔軟性を有する。
【００４４】
　一例を挙げれば、濾過要素１４１～１４４はそれぞれダイクロイックフィルタである。
別の例では、これらの要素は、格子または実際には任意の他の波長依存性濾過デバイスで
あり得る。一例を挙げれば、少なくとも２つの異なるタイプの濾過デバイスを使用する（
例えば、スペクトルの異なる部分の選択のためにダイクロイックミラーおよび格子の両方
を使用する）。
【００４５】
　１つの好ましい実施形態では、１つまたは複数の分析デバイス１８１～１８４は、分散
要素を含む。これは、スペクトルの受信部分を分散することがより詳細な分析を可能にす
るので、調査中の分析物に関するデータを含むと予想される領域に特に有用である。
【００４６】
　図１では、ボックス３～６は、高レベルのグルコース情報を有するスペクトル領域を示
す。濾過要素１４１～１４４は、エネルギーを周波数または波長に応じて、種々の分解能
およびノイズフロアを有する異なる検出器に分割する。例として、グルコースに関連する
重要なラマン振動を含むボックスＡ～Ｄによって示されるスペクトル領域を、分解能９ｃ
ｍ－１のＣＣＤベースの分光器によって検出することが好ましい。
【００４７】
　ボックスＡ～Ｄによって示される領域の外側のスペクトル領域を、周波数間隔にわたる
シグナル勾配を単に評価するのに十分な分解能（例えば、２５ｃｍ－１）を有するＣＭＯ
Ｓベースの分光器により、あるいは、平均強度のみを評価する必要がある場合は簡潔に光
ダイオードを使用して、検出できる。実際に、グルコースに関する情報がほとんどないボ
ックス外の領域については、検出器を全く設けないことも可能である。
【００４８】
　したがって、重要度の低いスペクトル部分に同量の資源を非効率に捧げることなく問題
の分析に最も重要なスペクトル部分についてより多くのデータを引き出すことを可能にす
る、スペクトルの異なる部分の選択的な分析を可能にするシステムを提供する。重要度の
低い部分に時間、努力、資源、またはコストを浪費することなくスペクトルの重要な部分
に対して必要な完全なレベルの分析および調査を完了できる。所与の例では、グルコース
スペクトルを拇指球由来のスペクトルに重ね併せて示す。これは、拇指球スペクトルの目
的の領域の同定を可能にする。別の代謝産物または分析物が調査される場合、目的の領域
はおそらくスペクトル上の他の位置にあるであろう。
【００４９】
　一例では、分光器を少なくとも１つの検出デバイスとして使用する。例えば、限定され
ない実施形態では、波長目盛定在波集積フーリエ変換分光分析（ＳＷＩＦＴＳ）を使用す
る。このＳＷＩＦＳテクノロジーは、２００７年８月にＮａｔｕｒｅ　Ｐｈｏｔｏｎｉｃ
ｓ、第１巻に発表されたＬｅ　Ｃｏａｒｅｒらによる表題が「定在波集積フーリエ変換分
光分析」の論文（その内容全体が本明細書中で参考として援用される）に詳述される。よ
り一般的なフーリエ変換分光法も使用できる。
【００５０】
　濾過要素が選択的におよび再構成可能に同調できる場合、システムを、調査される代謝
産物または分析物に応じてスペクトルの異なる部分に注目するように変化させることがで



(9) JP 2020-501160 A 2020.1.16

10

20

30

40

きる。したがって、製造の際に、システムが全体として特定の選択された分析物の分析の
ために構成されるように、濾過要素を所望の周波数に同調する。
【００５１】
　同調可能なフィルタまたは濾過デバイスは、いくつかの異なるタイプのいずれかであり
得る。例は、濾過デバイスに対する入射角（ＡＯＩ）の変化によって同調可能なフィルタ
を含む。そのようなフィルタにおいて、伝送窓が、フィルタの垂線に対しＡＯＩと共にシ
フトする。例は、Ｓｅｍｒｏｃｋ　Ｉｎｃ（ＩＤＥＸ　Ｈｅａｌｔｈ　ａｎｄ　Ｓｃｉｅ
ｎｃｅ，ＬＬＣ．の一部）製で、例えば、ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｅｍｒｏｃｋ．ｃ
ｏｍ／ｖｅｒｓａｃｈｒｏｍｅ－ｅｄｇｅ－ｔｕｎａｂｌｅ－ｆｉｌｔｅｒｓ．ａｓｐｘ
で認められるものを含む。
【００５２】
　他の例は、フィルタの置換によって同調されるもの（リニアバリアブルフィルタ）を含
む。そのようなフィルタにおいて、伝送窓は、フィルタの側面に対してシフトする。例は
、Ｄｅｌｔａ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ａ／Ｓ製で、例えば、ｈｔｔｐ：
／／ｗｗｗ．ｄｅｌｔａｏｐｔｉｃａｌｔｈｉｎｆｉｌｍ　．ｃｏｍ／ｐｒｏｄｕｃｔｓ
／ｌｉｎｅａｒ－ｖａｒｉａｂｌｅ－ｆｉｌｔｅｒｓ／で認められるものを含む。
【００５３】
　さらなる例は、結晶の屈折率が圧電変換器によって生成された高周波音波によって周期
的に変調される、音響光学的に（電気的に）同調可能なフィルタであろう。そのようなデ
バイスでは、電圧変換器によって生成された波の周波数が屈折率変調期間を決定づけ、そ
れにより回折光の波長を決定づける。例は、例えば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｌｙｍｐ
ｕｓｍｉｃｒｏ．ｃｏｍ／ｐｒｉｍｅｒ／ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ／ｃｏｎｆｏｃａｌ／ａ
ｏｔｆｉｎｔｒｏ．ｈｔｍｌで認められるものを含む。
【００５４】
　図１の例を再度参照して、ダイクロイックミラーを使用して０～２８０ｃｍ－１の光が
濾波され、スペクトル範囲２８３ｃｍ－１～１９００ｃｍ－１の光は通過する。次いで、
この光は、スペクトル部分を適切な分光器および／または検出器に導く別のフィルタ／ダ
イクロイックミラー組に入射する。したがって、フィルタスタックを、異なる分析方法が
異なる部分に適用できるように、光を明確に画定されたスペクトル部分に分離するように
配置する。
【００５５】
　記載の例では、装置を、ラマン分光法を使用して試料中のグルコースレベルを決定する
ために配置する。既に述べたように、装置および方法を、測定される分析物と無関係に使
用できる。他の例は、１つまたは複数の乳酸塩、脂肪酸、尿素、カルバミド、コレステロ
ール、またはヘモグロビンを含む。ラマンスペクトルを示す図１は、一定の波長のラマン
ピークまたはシフトを有することが公知の、他の分子をその上に示した。したがって、こ
れらのうちの他のスペクトルが主に分析される場合、スペクトルの重要な単数の部分また
は複数の部分を受信するように配置された分析デバイスが、高分解能および高ＳＮＲであ
るように選択されるであろう。
【００５６】
　本発明の実施形態を、例示した実施例を特に参照して説明した。しかし、本発明の範囲
内で、記載した実施例を変形および修正できると認識されるであろう。
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